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はじめに 
 
本報告書は、千葉大学人文科学研究院の研究プロジェクト「移動と接触－家族・地域・世
代を超える関係形成－」の研究成果をまとめたものである。本研究は、ディシプリンを限定
せず、掲げられた主題のもとに集まったメンバーが、それぞれ自身のテーマと関心に基づい
た調査・研究をしながら、研究会において報告し、論文を執筆するという形で進められた。 
第 1章の「「相互作用する若者」論」（渡部光）では、個人化の進行が標榜され、世代の同
質性が担保されなくなったといわれる現代において、いかにして世代論が成立可能かを「若
者論」分析を通じて検討している。第 2章「「子ども食堂」と「居場所」論」（七星純子）は、
昨今、急増している子ども食堂を、居場所に関する先行研究と重ね合わせて論じたものであ
る。これら 2章に共通するのは、子どもや若者に関する現在の動向を取り上げ、そこにどの
ような関係形成がなされているのかを先行研究と照らし合わせながら論じているという点
である。3 章では文学作品が対象となる。「チェーホフ作品における家族像（1890-1904）」
（内田健介）と題し、作家チェーホフのサハリン島への移動、そこでの流刑囚や監獄との接
触が作品の家族にどのような影響を与えたのかがテーマとなっている。続く 4章「「墓じま
い」が問う、生の帰結」（金沢佳子）は、現代日本における「墓じまい」の調査研究である。
事例研究からは「墓じまい」に現れる家族観のせめぎあい、葛藤が見られる。2章から 4章
は、それぞれ研究対象も時代も異なっているが、何らかの形で家族、特に従来「家族」とイ
メージされていた像からの変容や差異がテーマとなっている。最終章にあたる 5 章「雑誌
『農業千葉』にみる戦後農業の変容過程」（七星純子・米村千代）は、千葉県における戦後
農業の変容過程を戦後 60 年間にわたって刊行された『農業千葉』から追ったものである。
異なる社会や文化との接触や、理想やイメージと齟齬をきたす社会変容のなかで、人々はど
のような世界観、社会観を持ち、次なる社会を構想するのか、それが本プロジェクトに通底
する問題関心である。「移動と接触」というテーマは、そもそもは、もう少し規模の大きい
分野横断型プロジェクトのテーマとして考案したものである。人の移動にともなって歴史・
社会・文化の接触場面に生起した相互作用、諸関連を多角的、統合的に研究することを目的
としている。このテーマは今回限りではなく、今後も継続的に掲げていきたいと考えている。 
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